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対訳

パーシー・ ビッシュ ・シェリｒねむりぐさ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳 ・木版画

神　保　　　稜

まえがき

　フランス革命、ナポレオン戦争と全ヨーロッパに吹き荒れた戦いの嵐が１８１５年のウイーン会議

で一応おさまった。だが民衆の困窮は続き自由を求める声が強か った。そんな民衆の声を代弁し

てシェリ（Ｐ…ｙ　Ｂｙ・・ｈ・ Ｓｈ・ｌ１・ｙ，１７９２－１８２２）は詩劇『プ ロミシウス解縛』（１８２０年初版）を書いた
。

そしてこの初版出版に際しシェリは９篇の詩を自ら選びこれ等の詩はいずれも『プロミシウス』

の理想主義に繋がるもので特別な意味をもつのであるから念入りに仕上げるようにと出版社に指

不している 。

　『プロミシウス』の理想主義とはシェリがピーコック（Ｔｈ・ｍ・・ Ｌ・ｖ・ Ｐ。。。。。 ｋ， １７８５－１８６６）と出会

って（１８１２年１１月）以来二人を中心に精力的に行われたギリシァ 研究の成果がシェリの渡伊（１８１８

年３月）後はじめて花開いた結果である 。その中心思想はプラトンの、とりわけ愛の思想とソポ

クレースの崇高さである 。

　９篇の冒頭を飾るのが「ねむりぐさ」 、末尾を締めるのが「自由への賦」である 。「ねむりぐ

さ」で春の訪れと共に園に張る愛と生気は社会の調和を意味し、「自由への賦」で人類の歴史上

自由が国民の堅固な意志の上に築かれたのは紀元前５世紀のアテーナイであったという 。９篇の

詩は９編一緒ではじめて意味を持つ。ところが今まではそのように扱われたことが滅多になく今

回この９篇をまとめて翻訳し本誌では「自由への賦」を猪谷寛教授に「ねむりくさ」を奥村功教

授に捧げたい 。

　尚、原文の美しさも味わっていただくために対訳とし、私の木版画ホを添えることによりいっ

そうその雰囲気を感じ取って戴けるものと確信する 。

２００１年１２月１３日

＊　近日中に出版される下記単行本の色刷図版を御覧いただければ版画の芸術性を味わ っていただけると思う 。『ねむりぐ

さ「プロミーシウス解縛」と共に出版されたシェリの九篇の詩ｊ訳注 ・木版画　神保　落大阪教育図書　２００２年３月
。

（６３３）



８４　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４７巻 ・第２ ・３

　　　ＴＨＥ　ＳＥＮＳＩＴＩＶＥ　ＰＬＡＮＴ

　　　　　　　 ０〃 伽ク０舳

　ＴＨＥ　ＳＥＮＳＩＴＩＶＥ　ＰＬＡＮＴ，Ｉ１１１ －２４

４号）

　　　　ねむりぐさ

　　　（シェリの詩）

ねむりぐさ　第一部 １－２４行

ＡＳｅｎｓｌｔ１ｖｅ Ｐ１ａｎｔｍａｇａｒｄｅｎｇｒｅｗ
，

Ａｎｄ　ｔｈｅ　ｙｏｕｎｇ　ｗｉｎｄｓ　ｆｅｄ　ｉｔ　ｗｉｔｈ　ｓｉｌｖｅｒ　ｄｅｗ
，

Ａｎｄ　ｉｔ　ｏｐｅｎｅｄ　ｉｔｓ　ｆａｎ－ｌｉｋｅ１ｅａｖｅｓ　ｔｏ　ｔｈｅ１ｉｇｈｔ
，

Ａｎｄ　ｃ１ｏｓｅｄ　ｔｈ
ｅｍ　ｂｅｎｅａｔｈ　ｔｈ

ｅ　
ｋ１ｓｓｅｓ　ｏｆ　Ｎ１ｇｈｔ

園にひともとｒねむりぐさ」 、

　　あた
春風授う銀の露 。

光に開く扇の葉 、

　　　キツス
ｒ夜」の接吻でそ っと閉ず 。

Ａｎｄ　ｔｈｅ　Ｓｐｒｍｇ　ａｒｏｓｅ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｇａｒｄｅｎ　ｆａ１ｒ

，

Ｌ１ｋｅ　ｔｈｅ　
Ｓｐｌｒｌｔ　ｏｆ　Ｌｏｖｅ　

ｆｅ１ｔ　ｅｖｅｒｙｗｈ
ｅｒｅ

，

Ａｎｄ　ｅａｃｈ力ｏｗｅｒ　ａｎｄ　ｈ
ｅｒ

ｂ　ｏｎ　Ｅａｒｔｈ ’ｓ　ｄ
ａｒ

ｋ　ｂｒｅａｓｔ

Ｒｏｓｅ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　ｄｒｅａｍｓ　ｏｆ １ｔｓ　ｗｍｔｒｙ　ｒｅｓｔ

５　美園に覚むる「春」の精 、

　　　　　　　　　　　　　コと
　　あまねくわたる「愛」の如 。

　　暗き「大地」の花、草すべて

　　　　　　　さ　　　　　た
　　冬の夢から覚めて起つ 。

Ｂｕｔ　ｎｏｎｅ　ｅｖｅｒ位ｅｍｂ１ｅｄ　ａｎｄ　ｐａｎｔｅｄ　ｗ１ｔｈ　ｂ１１ｓｓ

Ｉｎ　ｔｈ
ｅ　ｇａｒ

ｄ．

ｅｎ
，ｔｈｅ力ｅ１ｄ，ｏｒ　ｔｈｅ　ｗ１１ｄｅｍｅｓｓ

Ｌ１ｋｅ　ａ　ｄｏｅ　ｍ　ｔｈｅ　ｎｏｏｎｔ１ｄｅ　ｗ１ｔｈ１ｏｖｅ’ｓ　ｓｗｅｅｔ　ｗａｎｔ
，

Ａｓ　ｔｈｅ　ｃｏｍｐａｎ１ｏｎ１ｅｓｓ　Ｓｅｎｓ１ｔ１ｖｅ　Ｐｌａｎｔ

１０

けど他に誰も 、至福に震え喘ぐなし 、

園にも野にも荒野にも 、

わくわく愛に恋い焦がる真昼の雌鹿の如くには 、

ひとりぼっちのｒねむりぐさ」。

Ｔｈｅ　ｓｎｏｗｄ
ｒｏｐ

，ａｎｄ　ｔｈｅｎ　ｔｈｅ　ｖｉｏ１ｅｔ

，

Ａｒｏｓｅ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　ｇｒｏｕｎｄ　ｗ１ｔｈ　ｗａｒｍ　ｒａｍ　ｗｅｔ
，

Ａｎｄ　ｔｈ
ｅ１ｒ

ｂｒｅａｔｈ　ｗａｓ　ｍｌｘｅｄ　ｗ１ｔｈ　ｆｒｅｓｈ　ｏｄｏｕｒ，ｓｅｎｔ　１５

Ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　ｔ皿ｆ，１１ｋｅ　ｔｈｅ　ｖ０１ｃｅ　ａｎｄ　ｔｈ
ｅ　ｍｓ血ｕｍｅｎｔ

まつゆきそうにすみれぐさ 、

　　　ぬ　　　　　　　　　　　た

春雨に潤れ、地から起ち 、

　　　　　　　し　ぱ
その息吹きには芝生からの
　　　　　　か　　　と　　　　　　　　　　　　がく　　ね

みずみずしい芳香融け合った声と楽の音の如く 。

Ｔｈｅｎ　ｔｈｅ　ｐ１ｅｄ　ｗｍｄ力ｏｗｅｒｓ　ａｎｄ　ｔｈｅ　ｔｕ１１ｐ　ｔａ１１

，

Ａｎｄ　ｎａｒｃ１ｓｓ１ｔｈｅ　ｆａ１ｒｅｓｔ　ａｍｏｎｇ　ｔｈｅｍ　ａ１１
，

Ｗｈｏ　ｇａｚｅｏｎｔｈｅ１ｒｅｙｅｓ　ｍｔｈｅ　ｓｔｒｅａｍ
’ｓ　ｒｅｃｅｓｓ

，

Ｔ１１１ｔｈｅｙ　
ｄｌｅ　ｏｆ　ｔｈｅ１ｒ　ｏｗｎ　ｄｅａｒ１ｏｖｅｌｍｅｓｓ

，

　　　　　　　　　　　せいかた
　　まだらなアネモネ、背高の っぽのチューリッ プ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うるわ
　　それに、水仙の花たちは、花の中でも美しく 、

　　　　　お　く
　　流れの深奥にわが眼を見つめ 、

２０　挙句の果ては、己の美貌に焦がれ死ぬ 。

Ａｎｄ　ｔｈｅ　Ｎａｉａｄ－ｌｉｋｅ１ｉ１ｙ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｖａ１ｅ
，

Ｗｈｏｍ　ｙｏｕｔｈ　ｍａ
ｋｅｓ　ｓｏ　ｆａ１ｒａｎｄ　ｐａｓｓ１ｏｎ　ｓｏ　ｐａ１ｅ

Ｔｈａｔ　ｔｈｅ１１ｇｈｔ　ｏｆ　ｌｔｓ　ｔｒｅｍｕ１ｏｕｓ　ｂｅ１１ｓ　ｌｓ　ｓｅｅｎ

Ｔｈｒｏｕｇｈ　ｔｈｅ１ｒ　ｐａｖｌ１１０ｎｓ　ｏｆ　ｔｅｎｄ
ｅｒ　ｇｒｅｅｎ

，

　　　　　　　　　　　　　　　（１８２０）

ナイアス

「水の精」如きすずらんの花

若さで余りに美しく恋で余りに青白く 、

かすかにゆれる鈴たちの
あかり　　あ　お　　ちん　　　　も

光が柔緑い亭から洩れる 。

　　　　　　　　（１８２０年）

（６３４）



パーシー・ ビッシュ ・シェリ「ねむりぐさ」（神保） ８５

汐

ねむりぐさ

（６３５）



８６ 立命館経済学（第５０巻 ・第５号）

ＴＨＥ　ＳＥＮＳＩＴＩＶＥ　ＰＬＡＮＴ

ＰＡＲＴ　ＦＩＲＳＴ

ＡＳＥＮＳＩＴＩＶＥＰ１ａｎｔｍａｇａｒｄｅｎｇｒｅｗ
，

Ａｎｄ　ｔｈｅ　ｙｏｕｎｇ　ｗｍｄｓ　ｆｅｄ１ｔ　ｗ１ｔｈ　ｓ１１ｖｅｒ　ｄｅｗ
，

Ａｎｄ １ｔ　ｏｐｅｎｅｄ１ｔｓ　ｆａｎ－１１ ｋｅ１ｅａｖｅｓ　ｔｏ　ｔｈｅ１１ｇｈｔ
，

Ａｎｄ　ｃ１ｏｓｅｄ　ｔｈ
ｅｍ　ｂｅｎｅａｔｈ　ｔｈ

ｅ　
ｋ１ｓｓｅｓ　ｏｆ　Ｎ１ｇｈｔ

Ａｎｄ　ｔｈ
ｅ　Ｓｐｒｍｇ　ａｒｏｓｅ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｇａｒ

ｄｅｎ　ｆａ１ｒ
，

Ｌ１ｋｅ　ｔｈｅ　
Ｓｐ１ｒ１ｔ　ｏｆ　Ｌｏｖｅ　ｆｅ１ｔ　ｅｖｅｒｙｗｈ

ｅｒｅ
，

Ａｎｄ　ｅａｃｈ　Ｈｏｗｅｒ　ａｎｄ　ｈ
ｅｒ

ｂ　ｏｎ　Ｅａ廿ｈ ’ｓ　ｄａｒｋ　ｂｒｅａｓｔ

Ｒｏｓｅ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　ｄｒｅａｍｓ　ｏｆ １ｔｓ　ｗｍ位ｙ　ｒｅｓｔ

５

Ｂｕｔ　ｎｏｎｅ　ｅｖｅｒ　ｔｒｅｍｂ１ｅｄ　ａｎｄ　ｐａｎｔｅｄ　ｗ１ｔｈ　ｂ１１ｓｓ

Ｉｎ　ｔｈ
ｅ　ｇａｒｄｅｎ，ｔｈｅ丘ｅ１ｄ，ｏｒ　ｔｈｅ　ｗ１１ｄｅｍｅｓｓ

，

Ｌ１ｋｅ　ａ　ｄｏｅ　ｍ　ｔｈｅ　ｎｏｏｎｔ１ｄｅ　ｗｌｔｈ１ｏｖｅ’ｓ　ｓｗｅｅｔ　ｗａｎｔ
，

Ａｓ　ｔｈｅ　ｃｏｍｐａｎ１ｏｎ１ｅｓｓ　Ｓｅｎｓ１ｔ１ｖｅ　Ｐ１ａｎｔ

１０

Ｔｈｅ　ｓｎｏｗ　ｄｒｏｐ　ａｎｄ－ｔｈｅｎ　ｔｈｅ　ｖ１ｏ１ｅｔ

，

Ａｒｏｓｅ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　ｇｒｏｍｄ　ｗｉｔｈ　ｗａｒｍ　ｒａｉｎ　ｗｅｔ
，

Ａｎｄ　ｔｈｅ１ｒ　ｂｒｅａｔｈ　ｗａｓ　ｍ１ｘｅｄ　ｗ１ｔｈ　ｆｒｅｓｈ　ｏｄｏｕｒ，ｓｅｎｔ

Ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　ｔｕｒｆ，１１ｋｅ　ｔｈｅ　ｖ０１ｃｅ　ａｎｄ　ｔｈ
ｅ　ｍｓｔｒｕｍｅｎｔ

１５

Ｔｈｅｎ　ｔｈｅ　ｐ１ｅ（１ｗｍｄ一｛ｏｗｅｒｓ　ａｎｄ　ｔｈｅ　ｔｕ１１ｐ　ｔａｌ１

，

Ａｎｄ　ｎａｒｃ１ｓｓ１，ｔｈｅ　ｆａ１ｒｅｓｔ　ａｍｏｎｇ　ｔｈｅｍ　ａ１１
，

Ｗｈｏｇａｚｅ　ｏｎｔｈｅ１ｒｅｙｅｓｍｔｈｅ　ｓｔｒｅａｍ’ｓｒｅｃｅｓｓ
，

Ｔ１１１ｔｈｅｙ　
ｄ１ｅ　ｏｆ　ｔｈ

ｅ１ｒ　ｏｗｎ　ｄｅａｒ１ｏｖｅ１ｍｅｓｓ
，

２０

Ａｎｄ　ｔｈｅ　Ｎａｉａｄ－１ｉｋｅ１ｉ１ｙ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｖａ１ｅ
，

Ｗｈｏｍｙｏｕｔｈ　ｍａｋｅｓ　ｓｏ　ｆａ１ｒａｎｄ　ｐａｓｓ１ｏｎ　ｓｏ　ｐａ１ｅ

Ｔｈａｔ　ｔｈｅ１１ｇｈｔ　ｏｆ １ｔｓ　ｔｒｅｍｕ１ｏｕｓ　ｂｅ１１ｓ１ｓ　ｓｅｅｎ

Ｔｈｒｏｕｇｈ　ｔｈｅ１ｒ　ｐａｖ１１１０ｎｓ　ｏｆ　ｔｅｎｄ
ｅｒ　ｇｒｅｅｎ

，

Ａｎｄ　ｔｈ
ｅ　ｈｙａｃｍｔｈ　ｐｕｒｐ１ｅ，ａｎｄ　ｗｈ１ｔｅ　ａｎｄ　ｂ１ｕｅ

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６３６）

２５



パーシー・ ビッシュ ・シェリ「ねむりぐさ」（神保） ８７

ねむりぐさ

第一部

園にひともとｒねむりぐさ」 、

　　あた
春風授う銀の露 。

光に開く扇の葉 、

　　　キツス
ｒ夜」の接吻でそ っと閉ず 。

みその　　　さ

美園に覚むる「春」の精 、

　　　　　　　　　　　二と
あまねくわたる「愛」の如 。

暗き「大地」の花、草すべて
　　　　　さ　　　　　た
冬の夢から覚めて起つ 。

５

けど他に誰も 、至福に震え喘ぐなし 、

園にも野にも荒野にも 、

わくわく愛に恋い焦がる真昼の雌鹿の如くには 、

ひとりぼっちのｒねむりぐさ」。

１０

まつゆきそうにすみれぐさ 、

　　　ぬ　　　　　　　　　　　た

春雨に潤れ、地から起ち 、

　　　　　　　し　ば
その息吹きには芝生からの
　　　　　　か　　　と　　　　　　　　　　　がく　　ね
みずみずしい芳香融け合った声と楽の音の如く 。

１５

　　　　　　　　　せいたか
まだらなアネモネ 、背高の っぽのチューリッ プ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　うるわ
それに、水仙の花たちは、花の中でも美しく 、

　　　お　く
流れの深奥にわが眼を見つめ 、

挙句の果ては、己の美貌に焦がれ死ぬ 。

２０

ナイアス

「水の精」如きすずらんの花

若さで余りに美しく恋で余りに青白く 、

かすかにゆれる鈴たちの
あかり　　あ　お　　ちん　　　　も

光が柔緑い亭から洩れる 。

ヒヤシンス 、紫に白 、青い色 、

２５

（６３７）



８８ 立命館経済学（第５０巻 ・第５号）

Ｗｈ１ｃｈ丑ｕｎｇ　ｆｒｏｍ１ｔｓ ｂｅ１１ｓ　ａ　ｓｗｅｅｔｐｅａｌ　ａｎｅｗ

Ｏｆ　ｍｕｓ１ｃ　ｓｏ　
ｄｅ１１ｃａｔｅ，ｓｏｆｔ，ａｎｄ　ｍｔｅｎｓｅ

，

Ｉｔ　ｗａｓ　ｆｅｌｔ１１ｋｅ　ａｎ　ｏｄｏ皿ｗ１ｔｈｍ　ｔｈｅ　ｓｅｎｓｅ
，

Ａｎｄ　ｔｈｅ　ｒｏｓｅ１１ｋｅ　ａ　ｎｙｍｐｈ　ｔｏ　ｔｈ
ｅ　ｂａｔｈ　ａ（１ｄ

．ｒｅｓｓｅ
ｄ，

Ｗｈ１ｃｈｍｖｅ１１ｅｄｔｈｅｄｅｐｔｈｏｆｈｅｒｇ１ｏｗｍｇｂｒｅａｓｔ
，

Ｔ１１１，ｆｏ１ｄ　ａｆｔｅｒ　ｆｏ１ｄ，ｔｏ　ｔｈｅ　ｆａｍｔｍｇ　ａ１ｒ

Ｔｈｅ　ｓｏｕ１ｏｆ　ｈ
ｅｒ　ｂｅａｕｔｙ　ａｎｄ１ｏｖｅ　ｌａｙ　ｂａｒｅ：

３０

Ａｎｄ　ｔｈｅ　ｗａｎｄ
－１１ｋｅ１１１ｙ，ｗｈ１ｃｈ１１ｆｔｅｄ

　ｕｐ
，

Ａｓ　ａ　Ｍａｅｎａｄ，１ｔｓ　ｍｏｏｎ１１ｇｈｔ－ｃｏ１ｏｕｒｅｄ
　ｃｕｐ

，

Ｔ１１１ｔｈｅ丘ｅｒｙ　ｓｔａｒ，ｗｈ１ｃ
ｈ１ｓ１ｔｓ　ｅｙｅ

，

Ｇａｚｅｄ　ｔｈｒｏｕｇｈ　ｃ１ｅａｒ　ｄｅｗ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｔｅｎｄｅｒ　ｓｋｙ
，

３５

Ａｎｄ　ｔｈｅ　ｊｅｓｓａｍｍｅ　ｆａｍｔ，ａｎｄ　ｔｈｅ　ｓｗｅｅｔ　ｔｕｂ
ｅｒｏｓｅ

，

Ｔｈｅ　ｓｗｅｅｔｅｓｔ　Ｈｏｗｅｒ　ｆｏｒ　ｓｃｅｎｔ　ｔｈａｔ　ｂｌｏｗｓ
，

Ａｎｄ　ａ１１ｒａｒｅ　ｂ１ｏｓｓｏｍｓ　ｆｒｏｍ　ｅｖｅｒｙ　ｃ１ｍｅ

Ｇｒｅｗ　ｍ　ｔｈａｔ　ｇａｒｄｅｎ　ｍ　ｐｅｒｆｅｃｔ　ｐｒｍｅ ４０

Ａｎｄ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｓｔｒｅａｍ　ｗｈｏｓｅ　ｍｃｏｎｓｔａｎｔ　ｂｏｓｏｍ

Ｗａｓ　ｐｒａｎｋｅｄ　ｕｎｄｅｒ ｂｏｕｇｈｓ　ｏｆｅｍｂｏｗｅｍｇｂ１ｏｓｓｏｍ
，

Ｗ１ｔｈｇｏ１ｄｅｎａｎｄｇｒｅｅｎ１１ｇｈｔ，ｓ１ａｎｔｍｇｔｈｒｏｕｇｈ

Ｔｈｅ１ｒ　ｈｅａｖｅｎ　ｏｆ　ｍａｎｙ　ａ　ｔａｎｇ１ｅｄ．ｈｕｅ
，

Ｂｒｏａｄ　ｗａｔｅｒ－１１１１ｅｓ１ａｙ　ｔｒｅｍｕｌｏｕｓｌｙ
，

Ａｎｄ　ｓｔａｒｒｙ　ｒ１ｖｅｒ－ｂｕｄｓ　ｇ１１ｍｍｅｒｅｄ　ｂｙ
，

Ａｎｄ　ａｒｏｍｄ　ｔｈｅｍ　ｔｈｅ　ｓｏｆｔ　ｓｔｒｅａｍ　ｄ１ｄ　ｇ１１ｄｅ　ａｎｄ　ｄａｎｃｅ

Ｗ１ｔｈ　ａ　ｍｏｔ１ｏｎｏｆ　ｓｗｅｅｔｓｏｍｄ　ａｎｄ ｒａｄ
１ａｎｃｅ

４５

Ａｎｄ　ｔｈｅ　ｓｍｕｏｕｓ　ｐａｔｈｓ　ｏｆ１ａｗｎ　ａｎｄ　ｏｆ　ｍｏｓｓ

Ｗｈ１ｃｈ１ｅｄｔｈｒｏｕｇｈｔｈｅ　ｇａｒｄｅｎａ１ｏｎｇ　ａｎｄ　ａｃｒｏｓｓ
，

Ｓｏｍｅ　ｏｐｅｎ　ａｔ　ｏｎｃｅ　ｔｏ　ｔｈｅ　ｓｍ　ａｎｄ．ｔｈｅ　ｂｒｅｅｚｅ
，

Ｓｏｍｅ１ｏｓｔ　ａｍｏｎｇ　ｂｏｗｅｒｓ　ｏｆ　ｂ１ｏｓｓｏｍｍｇ　ｔｒｅｅｓ
，

５０

Ｗｅｒｅ　ａ１１ｐａｖｅｄｗ１ｔｈｄａ１ｓ１ｅｓ　ａｎｄｄｅ１１ｃａｔｅ ｂｅ１１ｓ

Ａｓ　ｆａｉｒ　ａｓ　ｔｈｅ　ｆａｂｕ１ｏｕｓ　ａｓｐｈｏｄｅ１ｓ

，

Ａｎｄ．Ｈｏｗ’ｒｅｔｓ　ｗｈ
１ｃｈ　ｄｒｏｏｐｍｇ　ａｓ　

ｄ．

ａｙ　ｄｒｏｏｐｅｄ　ｔｏｏ
，

Ｆｅ１１ｍｔｏ　ｐａｖ１１１０ｎｓ　ｗｈ１ｔｅ　ｐｕｒｐ１ｅ，ａｎ（１ｂ１ｕｅ
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６３８）

５５



パーシー・ ビッシュ ・シェリ「ねむりぐさ」（神保） ８９

あまたの鈴から甘美な響き新たに奏で 、

その楽の音の幽かで優しく鋭くて 、

　　　　　　　　　　　　かおり
感覚の奥にそ っと湊み入る芳香のよう 。

ぱ　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せ　い

薔薇は今しも沐浴の身支度をした妖精に似て 、

つや　　　　　　　　　　　　　　　　ころも　　　と

麗やかな胸の奥まで衣を脱って 、

遂にひとひらひとひらと 、ほれこむ空気に 、

　　　　　　し　ん
その美と愛の精髄が露わに示された 。

３０

　　　　　　　　　　　　マ　イ　ナ　ス
魔法使いの杖なる百合は 、「酒神の巫女」に似て
げつ二ういろ　　さかずき

月光色の盃もたげ 、

輝く星のまなざしで 、

透明な露を透かして、やさしい空を眺めやる 。

３５

　　　　　　　　　　　　　　　　　げつか二う
むせる香りのジャスミンと 、甘い香りの月下香 、

花々の中でも甘く香る花 。

　　　　　　　く　に
それにあらゆる風土からまれな花

すべてがまれな花ざかり不思議な園に咲きほこる 。

４０

　　　おもて
小川の面は流れにゆれて 、

こんもりかぶさる花の枝 、

色とりどりの天蓋なして 、

　　　　　　　　　　　ひ　　　こがね　　　　　　かわも
その木の間より洩れくる光、黄金と緑で川面を飾る 。

川面にゆれる見事な蓬に 、

星ときらめく水草の小花きらきら添いてあり 。

そのまわりにはやさしい流れ、そ っと流れてひょいと踊る 、

楽しく奏できらめきながら 。

４５

　　　　　くね
芝生や苔の曲った小径 、

　　くま　　　　　　　　よ

庭を隈なく貫き横切り 、

　　　　　ひすぐに外で太陽とそよ風に当たるもの 、

　　　　　　　　　はい
花咲く大樹の樹陰に入ものもあり 。

５０

　　二みち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　ね

その小径みんなびっしり雛菊と妙なる鐘花が、しきつめられて 、

　　　　　アスフオデリレ
美しいこと不凋花にも劣らない 。

又可愛いい花たち日が傾くとうなだれ、落ちて 、

しろあかあお　　　やかた

白紫青の小館になって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６３９）

５５



９０ 立命館経済学（第５０巻 ・第５号）

Ｔｏ　ｒｏｏｆ　ｔｈｅ　ｇ１ｏｗ－ｗｏｒｍ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　ｅｖｅｎｍｇ　ｄ
－ｅｗ

Ａｎｄ　ｆｒｏｍ　ｔｈ１ｓ　ｍｄｅ丘１さｄ　Ｐａｒａｄ
１ｓｅ

Ｔｈｅ　ｎｏｗｅｒｓ（ａｓ　ａｎ　ｍｆａｎｔ’ｓ　ａｗａｋｅｎｍｇ　ｅｙｅｓ

Ｓｍ１１ｅ　ｏｎ１ｔｓ　ｍｏｔｈｅｒ　ｗｈｏｓｅ　ｓｍｇｍｇ　ｓｗｅｅｔ

Ｃａｎ丘ｒｓｔ１ｕｌｌ，ａｎｄ　ａｔ１ａｓｔ　ｍｕｓｔ　ａｗａｋｅｎ１ｔ）
，

６０

Ｗｈｅｎ Ｈｅａｖｅｎ’ｓ ｂ１１ｔｈｅ　ｗｍｄｓ　ｈａｄｍｆｏ１ｄｅｄｔｈ
ｅｍ，

Ａｓ　ｍｍｅ－１ａｍｐｓ　ｅｎｋｍｄ１ｅ　ａ　ｈ１ｄｄｅｎ　ｇｅｍ
，

Ｓｈｏｎｅ　ｓｍ１１ｍｇ　ｔｏ　Ｈ
ｅａｖｅｎ

，ａｎｄ　ｅｖｅｒｙ　ｏｎｅ

Ｓｈａｒｅｄ　ｊｏｙ１ｎ　ｔｈｅ１１ｇｈｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｇｅｎｔ１ｅ　ｓｕｎ
，

６５

Ｆｏｒ　ｅａｃｈ　ｏｎｅ　ｗａｓ　ｍｔｅｒｐｅｎｅｔｒａｔｅｄ

Ｗ１ｔｈｔｈｅ１ｌｇｈｔａｎｄｔｈｅ　ｏｄｏｕｒ１ｔｓｎｅ１ｇｈｂｏｕｒｓｈｅｄ，

Ｌ１ｋｅ　ｙｏｍｇ１ｏｖｅｒｓ　ｗｈｏｍ　ｙｏｕｔｈ　ａｎｄ１ｏｖｅ　ｍａｋｅ　ｃ１ｅａｒ

Ｗｒａｐｐｅｄ　ａｎｄ丘１１ｅｄ　ｂｙｔｈｅ１ｒｍｕｔｕａ１ａｔｍｏｓｐｈ
ｅｒｅ

Ｂｕｔ　ｔｈｅ　Ｓｅｎｓ１ｔ１ｖｅ　Ｐ１ａｎｔ　ｗｈ
１ｃ

ｈ　ｃｏｕ１ｄ　ｇ１ｖｅ　ｓｍａ１１ｆｒｕ１ｔ

Ｏｆ　ｔｈｅ１ｏｖｅ　ｗｈ１ｃ
ｈ１ｔ　ｆｅ１ｔ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ１ｅａｆ　ｔｏ　ｔｈｅ　ｒｏｏｔ

，

Ｒｅｃｃｅ１ｖｅｄ　ｍｏｒｅ　ｔｈａｎ　ａ１１，１ｔ１ｏｖｅｄ　ｍｏｒｅ　ｔｈａｎ　ｅｖｅｒ
，

Ｗｈｅｒｅｎｏｎｅ　ｗａｎｔｅｄｂｕｔ１ｔ，ｃｏｕｌｄｂｅ１ｏｎｇｔｏｔｈ
ｅｇｌｖｅｒ，一

７０

Ｆｏｒ　ｔｈｅ　Ｓｅｎｓ１ｔ１ｖｅ　Ｐ１ａｎｔ　ｈａｓ　ｎｏ　ｂｒ１ｇｈｔ　Ｈｏｗｅｒ
，

Ｒａｄ．１ａｎｃｅ　ａｎｄ　ｏｄｏｕｒ　ａｒｅ　ｎｏｔ１ｔｓ　ｄｏｗｅｒ

Ｉｔ１ｏｖｅｓ，ｅｖｅｎ１１ｋｅ　Ｌ
ｏｖｅ

，１ｔｓ　ｄｅｅｐ　ｈｅａ打１ｓ　ｆｕ１１
，

Ｉｔ　ｄｅｓ１ｒｅｓ　ｗｈａｔ１ｔ　ｈａｓ　ｎｏｔ，ｔｈｅ　Ｂｅａｕｔ１ｆｕ１，

７５

Ｔｈｅ１１ｇｈｔ　ｗｍｄｓ　ｗｈ１ｃｈ　ｆｒｏｍ　ｕｎｓｕｓｔａｍｍｇ　ｗｍｇｓ

Ｓｈｅｄ－ｔｈｅ　ｍｕｓ１ｃ　ｏｆ
　ｍａｎｙ　ｍｕｒｍｕｒｍｇｓ

，

Ｔｈｅ　ｂｅａｍｓ　ｗｈ１ｃ
ｈ　ｄａｒｔ　ｆｒｏｍ　ｍａｎｙ　ａ　ｓｔａｒ

Ｏｆ　ｔｈ
ｅ　Ｈｏｗｅｒｓ　ｗｈｏｓｅ　ｈｕｅｓ　ｔｈｅｙ　ｂｅａｒ　ａｆａｒ；

８０

Ｔｈｅ　ｐ１ｕｍｅｄ　ｍｓｅｃｔｓ　ｓｗ１ｆｔ　ａｎｄ　ｆｒｅｅ

，

Ｌ１ｋｅ　ｇｏ１ｄｅｎ　ｂｏａｔｓ　ｏｎ　ａ　ｓｕｎｎｙ　ｓｅａ
，

Ｌａｄｅｎ　ｗ１ｔｈ１１ｇｈｔ　ａｎｄ　ｏｄｏｕｒ，ｗｈ１ｃｈ　ｐａｓｓ

Ｏｖｅｒ　ｔｈｅ　ｇ１ｅａｍ　ｏｆ　ｔｈｅ１１ｖｍｇ　ｇｒａｓｓ
，

８５

（６４０）



パーシー・ ビッシュ ・シェリ「ねむりぐさ」（神保） ９１

螢を夜露から護る 。

この稜れ無き「美園」から 、

　　　　　　　　　　　　　　　まなざ
花たちは（まるで目ざめた赤児の眼差しが

母親にほほ笑みかけて、母のやさしい歌声が

はじめはあやし、遂には赤児を覚ますよう） 、

６０

　　　　　　　　　　　　あ
「天」の快活な風が彼らを開かせると 、

　　　　　ひ　　　　　　　　　　　い　し

丁度鉱山の灯が、隠れた宝石を輝かせる如く 、

ｒ天」に向 って笑みかけ一つ一つの花が
　　　　　ひ
やさしい陽光浴び喜び分けた 。

６５

なぜなら 、花一つ一つに、隣りの花が流す
　　かおり
光と芳香が湊透していたから 。

まるで若い恋心に結ばれた若い恋人同士が 、

お互いの雰囲気に包まれ満たされているように 。

けれども「ねむりぐさ」は葉先から根にいたる全身で

感じる愛の実りをわずかしか提供することができなかった
、

園の誰よりも多くを受け、他の草木は誰も欲しないところで 、

今までにない位愛し、愛を与えてくれるものに夢中になった 。

７０

というのも「ねむりぐさ」には鮮やかな花がない 、

光輝や香りがその天賦の才でない 。

「ねむりぐさ」は「愛」の化身の如くひたすら愛し 、その深い胸は満たされ 、

自分のもたぬもの、ｒ美しいもの」を乞い求める 。

７５

支え切れない翼から多くのささやきの楽の音を 、

流し去りゆく軽やかな風 、

数々の星ときらめく花々の色合い遠く

ここまでも運んでくれる光の矢 。

８０

　　　　　　　　　　　　む　し
す速く自在な 、翼をもった昆虫たちは 、

ひかり

太陽まばゆい海を行く黄金色の小判のように

光と香りをいっ ぱい乗せて 、

　　　　　　　　　　　おもて
生気あふれる草原の輝く面渡り行く 。

８５

（６４１）



９２ 立命館経済学（第５０巻 ・第５号）

Ｔｈｅ　ｕｎｓｅｅｎ　ｃ１ｏｕｄｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｄ
ｅｗ，ｗｈ１ｃｈ１１ｅ

Ｌ１ｋｅ 丘ｒｅ　ｍ　ｔｈｅ　
Ｈｏｗｅｒｓ　ｔ１１ｌ　ｔｈ

ｅ　ｓｕｎ　ｒ１ｄｅｓ　ｈ１ｇｈ
，

Ｔｈｅｎ　ｗａｎｄｅｒ１１ｋｅ　ｓｐｍｔｓ　ａｍｏｎｇ　ｔｈｅ　ｓｐｈ
ｅｒｅｓ

，

Ｅａｃｈ　ｃ１ｏｕｄ　ｆａｍｔ　ｗｌｔｈ　ｔｈｅ　ｆｒａｇｒａｎｃｅ１ｔ　ｂｅａｒｓ

Ｔｈｅ　ｑｕ１ｖｅｒｍｇ　ｖａｐｏｕｒｓ　ｏｆ　ｄ
１ｍ　ｎｏｏｎｔ１ｄｅ

，

Ｗｈ１ｃ
ｈ１１ｋｅ　ａ　ｓｅａ　ｏ’ｅｒｔｈｅ　ｗａｍ　ｅａｒｔｈｇ１１ｄｅ

，

Ｉｎ　ｗｈ１ｃｈ　ｅｖｅｒｙ　ｓｏｍｄ，ａｎｄ　ｏｄｏｕｒ，ａｎｄ　ｂ
ｅａｍ ，

Ｍｏｖｅ，ａｓ　ｒｅｅｄｓ　ｍ　ａ　ｓｍｇ１ｅ　ｓｔｒｅａｍ

９０

Ｅａｃｈ　ａｎｄ　ａ１１１１ｋｅ　ｍｍ１ｓｔｅｒｍｇ　ａｎｇｅｌｓ　ｗｅｒｅ

Ｆｏｒ　ｔｈｅ　Ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ　Ｐｌａｎｔ　ｓｗｅｅｔ　ｊｏｙ　ｔｏ　ｂｅａｒ
，

Ｗｈ１１ｓｔｔｈｅ１ａｇｇｍｇｈｏｕｒｓ　ｏｆｔｈｅｄａｙ　ｗｅｎｔｂｙ

Ｌ１ｋｅ　ｗｍ（１１ｅｓｓ　ｃ１ｏｕｄｓ　ｏ ’ｅｒ　ａ　ｔｅｎｄ．ｅｒ　ｓｋｙ

９５

Ａｎｄ　ｗｈｅｎ　ｅｖｅｎｍｇ　ｄｅｓｃｅｎｄｅｄ　ｆｒｏｍ　Ｈｅａｖｅｎ　ａｂｏｖｅ
，

Ａｎｄ　ｔｈｅ　Ｅａ血ｈ　ｗａｓ　ａ１ｌ　ｒｅｓｔ，ａｎｄ　ｔｈｅ　ａｉｒ　ｗａｓ　ａ１１１ｏｖｅ
，

Ａｎｄ　ｄｅｌ１ｇｈｔ，ｔｈｏｕｇｈ１ｅｓｓ　ｂｒ１ｇｈｔ，ｗａｓ　ｆａｒ　ｍｏｒｅ　ｄｅｅｐ
，

Ａｎｄ　ｔｈ
ｅ　

ｄ－

ａｙ
’ｓ　ｖｅｉｌ　ｆｅ１１ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　ｗｏｒ１ｄ　ｏｆ　ｓ１ｅｅｐ

，

１００

Ａｎｄ　ｔｈ
ｅ　ｂｅａｓｔｓ，ａｎｄ　ｔｈ

ｅ　
ｂ１ｒｄｓ，ａｎｄ　ｔｈ

ｅ　ｍｓｅｃｔｓ　ｗｅｒｅ　ｄｒｏｗｎｅｄ

Ｉｎ　ａｎ　ｏｃｅａｎ　ｏｆ　ｄ．ｒｅａｍｓ　ｗ１ｔｈｏｕｔ　ａ　ｓｏｍｄ

Ｗｈｏｓｅ　ｗａｖｅｓｎｅｖｅｒｍａｒｋ， ｔｈｏｕｇｈｔｈｅｙ　ｅｖｅｒｍｐｒｅｓｓ

Ｔｈｅ１１ｇｈｔ　ｓａｎｄ　ｗｈ１ｃ
ｈ　ｐａｖｅｓ１ｔ

，ｃｏｎｓｃ１ｏｕｓｎｅｓｓ
，

１０５

（Ｏｎ１ｙ　ｏｖｅｒｈｅａｄ　ｔｈｅ　ｓｗｅｅｔ　ｍｇｈｔｍｇａ１ｅ

Ｅｖｅｒ　ｓａｎｇ　ｍｏｒｅ　ｓｗｅｅｔ　ａｓ　ｔｈｅ　ｄａｙ　ｍｌｇｈｔ　ｆａｌｌ

，

Ａｎｄ　ｓｎａｔｃｈｅｓ　ｏｆ １ｔｓ　Ｅ１ｙｓ１ａｎ　ｃｈａｎｔ

Ｗｅｒｅｍ１ｘｅｄｗ１ｔｈｔｈｅ　ｄｒｅａｍｓ　ｏｆｔｈｅ　Ｓｅｎｓ１ｔ１ｖｅ　Ｐ１ａｎｔ）
，一

Ｔｈｅ　Ｓｅｎｓ１ｔ１ｖｅ　Ｐ１ａｎｔ　ｗａｓ　ｔｈｅ　ｅａｒｌ１ｅｓｔ

Ｕｐｇａｔｈｅｒｅ
ｄ　ｍｔｏ　ｔｈｅ　ｂｏｓｏｍ　ｏｆ　ｒｅｓｔ

，

Ａｓｗｅｅｔｃｈ１１ｄｗｅａｒｙｏｆ １ｔｓ ｄｅ１１ｇｈｔ
，

Ｔｈｅ　ｆｅｅｂ１ｅｓｔ　ａｎｄ　ｙｅｔ　ｔｈｅ　ｆａｖｏｕｒｌｔｅ

Ｃｒａｄ１ｅｄ　ｗ１ｔｈｍ　ｔｈｅ　ｅｍｂｒａｃｅ　ｏｆ　Ｎ１ｇｈｔ

１１０

（６４２）



　　　　　　　　　　　　パーシー・ ビッシュ ・シェ１

目に見えぬ露の群たち 、

陽が強くなるまでは火の精のように花の中 、

それから精霊のように天体の間をさまよう 、

一つ一つが自分の運ぶ香気にうっとりとなって 。

「ねむりぐさ」（神保） ９３

眞昼の蒸気はかすかに揺れて

熱い地を這う海のよう 、

すべての音も香も光線も
　　　　　　あしむれ
流れに乗った葦群のよう 。

９０

彼らがみんな 、ｒねむりぐさ」にとっては

甘美な喜び運ぶ天使のようで 、

　　　　　　　ま
進みの遅い昼の問は、おだやかな空に浮ぶ

風のない雲のようにゆっくりとすぎて行 った 。

９５

そして「天」の高みから夕べが降りて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　みなぎ
「大地」はすべて休息に入り 、大気に愛が湿長って 、

喜び昼ほど華やかならずも深まって 、

　　　ヴエール
昼間の薄幕眠りの世界から落ちて 、

１００

けもの

動物も鳥も虫もみな溺れてしまう

音なし夢の大海に 。

　　　　　　　　　　　　あしあと
だがその波は決して意識の足跡残さない 、

海底の軽やかな砂打ち続けても 。

（頭上にだけは甘美な歌のナイティンゲール 、

「昼」が聴いたら卒倒しそう 、ひと蹄ごとにいや増しに甘美に歌う 。

至福の歌のその節々が

ｒねむりぐさ」の見る夢と一緒になった 。）

１０５

「ねむりぐさ」は誰よりも早く

安らぎの胸の中にすいこまれた 。

喜びの余りに疲れ果てた可愛い子 、

一番弱々しいが、お気に入りの子として 、

ｒ夜」の抱擁に揺られて眠る 。

１１０

（６４３）



９４ 立命館経済学（第５０巻 ・第５号）

ＰＡＲＴ　ＳＥＣＯＮＤ

Ｔｈｅｒｅ　ｗａｓ　ａ　Ｐｏｗｅｒ　ｉｎ　ｔｈｉｓ　ｓｗｅｅｔ　ｐ１ａｃｅ
，

Ａｎ　Ｅｖｅ　ｍ　ｔｈ１ｓ　Ｅｄ
ｅｎ

，ａ　ｒｕｌｍｇ　Ｇ
ｒａｃｅ

Ｗｈ１ｃｈｔｏｔｈｅ且ｏｗｅｒｓ，ｄ１ｄｔｈｅｙ　ｗａｋ
ｅｎｏｒ ｄｒｅａｍ

，

Ｗａｓ　ａｓ Ｇｏｄ １ｓｔｏｔｈｅ　ｓｔａｒｒｙ　ｓｃｈｅｍｅ

ＡＬａｄｙ，ｔｈｅｗｏｎｄｅｒｏｆｈｅｒ ｋｍｄ

Ｗｈｏｓｅ　ｆｏｍｗａｓｕｐｂｏｍｅｂｙ　ａ１ｏｖｅ１ｙｍｍｄ

Ｗｈ１ｃｈ　ｄ１１ａｔｍｇ　ｈａｄｍｏｕ１ｄｅｄ　ｈｅｒｍｌｅｎａｎｄｍｏｔ１ｏｎ

Ｌ１ｋｅ　ａ　ｓｅａ－Ｈｏｗｅｒ　ｕｎｆｏ１ｄｅｄ　ｂｅｎｅａｔｈ　ｔｈｅ　ｏｃｅａｎ

５

Ｔｅｎｄｅｄ　ｔｈ
ｅ　ｇａｒｄｅｎ　ｆｒｏｍ　ｍｏｍ　ｔｏ　ｅｖｅｎ

Ａｎｄ　ｔｈｅ　ｍｅｔｅｏｒｓ　ｏｆ　ｔｈａｔ　ｓｕｂ１ｍａｒ　Ｈｅａｖｅｎ
，

Ｌ１ｋｅ　ｔｈｅ１ａｍｐｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　ａ１ｒ　ｗｈｅｎ　Ｎ１ｇｈｔ　ｗａ１ヒｓ　ｆｏ打ｈ
，

Ｌａｕｇｈｅｄ　ｒｏｍｄ　ｈｅｒ　ｆｏｏｔｓｔｅｐｓ　ｕｐ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　Ｅａｒｔｈ，

１０

Ｓｈｅ　ｈａｄ　ｎｏ　ｃｏｍｐａｎ１ｏｎ　ｏｆ　ｍｏｒｔａ１ｒａｃｅ
，

Ｂｕｔ　ｈｅｒ　ｔｒｅｍｕ１ｏｕｓ　ｂｒｅａｔｈ　ａｎｄ　ｈｅｒ　Ｈｕｓｈｍｇ　ｆａｃｅ

Ｔｏ１ｄ，ｗｈ１１ｓｔ　ｔｈ
ｅ　ｍｏｍ　

ｋ１ｓｓｅｄ　ｔｈｅ　ｓ１ｅｅｐ　ｆｒｏｍ　ｈｅｒ　ｅｙｅｓ
，

Ｔｈａｔ　ｈｅｒ　ｄｒｅａｍｓ　ｗｅｒｅ１ｅｓｓ　ｓ１ｕｍｂｅｒ　ｔｈａｎ　Ｐａｒａｄ１ｓｅ

１５

Ａｓ１ｆ　ｓｏｍｅ　ｂｒ１ｇｈｔ　Ｓｐ１ｎｔ　ｆｏｒ　ｈｅｒ　ｓｗｅｅｔ　ｓａｋ
ｅ

Ｈａｄ　ｄｅｓｅ討ｅｄ．Ｈｅａｖｅｎ　ｗｈ１１ｅ　ｔｈｅ　ｓｔａｒｓ　ｗｅｒｅ　ａｗａｋ
ｅ，

Ａｓ１ｆ　ｙｅｔ　ａｒｏｕｎｄ　ｈ
ｅｒ　ｈｅ１ｍｇｅｒｍｇ　ｗｅｒｅ

，

Ｔｈｏｕｇｈ　ｔｈｅ　ｖｅ１１ｏｆ　ｄａｙ１１ｇｈｔ　ｃｏｎｃｅａ１ｅｄ　ｈｍ　ｆｒｏｍ　ｈｅｒ ２０

Ｈｅｒ　ｓｔｅｐ　ｓｅｅｍｅｄ　ｔｏ　ｐ１ｔｙ　ｔｈｅ　ｇｒａｓｓ１ｔ　ｐｒｅｓｓｅｄ

Ｙｏｕ　ｍ１ｇｈｔ　ｈｅａｒ　ｂｙ　ｔｈｅ　ｈｅａｖｍｇ　ｏｆ　ｈｅｒ　ｂｒｅａｓｔ
，

Ｔｈａｔ　ｔｈｅ　ｃｏｍｍｇ　ａｎｄ　ｇｏｍｇ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｗｍ（１

Ｂｒｏｕｇｈｔ　ｐ１ｅａｓｕｒｅ　ｔｈｅｒｅ　ａｎｄ１ｅｆｔ　ｐａｓｓ１ｏｎ　ｂｅｈｍｄ

Ａｎｄ　ｗｈｅｒｅｖｅｒ　ｈｅｒ　ａｅｒｙ　ｆｏｏｔｓｔｅｐ　ｔｒｏｄ
，

Ｈｅｒ　ｔｒａ１ｌｍｇ　ｈａ１ｒ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　ｇｒａｓｓｙ　ｓｏｄ

Ｅｒａｓｅ（１１ｔｓ１１ｇｈｔ　ｖｅｓｔ１ｇｅ，ｗ１ｔｈ　ｓｈａｄｏｗｙ　ｓｗｅｅｐ
，

Ｌ１ｋｅ　ａ　ｓｕｍｙ　ｓｔｏｒｍ　ｏ ’ｅｒ　ｔｈ
ｅ　ｄａｒｋ　ｇｒｅｅｎ　ｄｅｅｐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６４４）

２５



パーシー・ ビッシュ ・シェリ「ねむりぐさ」（神保） ９５

第＿部

　　　　　　ば
この心地よい場に一つのｒ力」 、

この「楽園」に「イヴ」がいた。それは園を統べる「慈愛の力」 、

花たちにとって目覚める時も 、夢見る時も 、

天体を統べる「神」の存在であった 。

　　　　　　　　たぐい一人のｒ貴婦人」 、類まれなる御婦人が 、

　　　　　　　　　こころ
その姿、美しい愛の精神で育まれ
　　二ころ
その精神拡がりゆきて物腰や立居振舞育んだ 、

　　　　　　　　　あおい
大洋の底にひろがる菟葵のように 。

５

　　　　　　　　　　　　　　その
その「貴婦人」が朝から晩まで園の世話をした 。

するとこの地上のｒ天界」の星たちは 、

　　　　　　　　　　　　　あかり
「夜」が歩みをはじめると空の灯火のように 、

　　　　　　　　　　　　　　し　た
彼女の歩む足許の、まわりに「大地」から笑みかけた 。

１０

人間の仲間はなっ かたけれど 、

　　　　　ほ　て
震える息と紅潮 った顔は 、

　　そ朝が彼女の目に接吻しつつ 、

夜見た夢は眠りにあらず「楽園」という 。

１５

まるで輝くｒ精」が（麗わしの）彼女のために 、

星が目覚めるその問、「天界」捨てて降りたよう 、

まるで彼女のそばから去れないようだ 、

　　ヴェール
昼の薄幕で見えない今も 。

２０

彼女の歩み、草を踏めば哀れむ様子 。

彼女の胸の高まりで、耳をすませば聴きとれよう 、

吹き来たり吹き去る風が

歓びを胸にもたらし、怒りを捨て去ってくれたこと 。

そ　　　　か　ぜ

彼女の空気の歩みの行く先々で
　　　　　　　　　くさむ
長くたなびく髪先が草生す土から消して行った

、

さっと過ぎ去る影のごと 、軽い足跡消して行った 、

ひかり　　　　　　　　うみあらし　　みどり　　　う　み

陽光に満ちた海嵐 、深緑の海面を渡るよう 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６４５）

２５



９６ 立命館経済学（第５０巻 ・第５号）

Ｉ　ｄｏｕｂｔ　ｎｏｔ　ｔｈｅ　ｎｏｗｅｒｓ　ｏｆ　ｔｈ
ａｔ　ｇａｒｄｅｎ　ｓｗｅｅｔ

Ｒｅｊ０１ｃｅｄ　ｍ　ｔｈｅ　ｓｏｕｎｄ　ｏｆ　ｈｅｒ　ｇｅｎｔ１ｅ　ｆｅｅｔ
，

Ｉ　ｄｏｕｂｔ　ｎｏｔ　ｔｈｅｙ　ｆｅ１ｔ　ｔｈｅ　ｓｐ１ｒ１ｔ　ｔｈ
ａｔ　ｃａｍｅ

Ｆｒｏｍ　ｈｅｒ　ｇ１ｏｗｍｇ丘ｎｇｅｒｓ　ｔｈｒｏｕｇｈ　ａ１１ｔｈｅ１ｒ　ｆｒａｍｅ

３０

Ｓｈｅ　ｓｐｒｍｋ１ｅｄ　ｂｒ１ｇｈｔ　ｗａｔｅｒ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　ｓ位ｅａｍ

Ｏｎ　ｔｈｏｓｅ　ｔｈａｔ　ｗｅｒｅ　ｆａｍｔ　ｗ１ｔｈ　ｔｈｅ　ｓｕｍｙ　ｂ
ｅａｍ ，

Ａｎｄ　ｏｕｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｃｕｐｓ　ｏｆ　ｔｈ
ｅ　ｈｅａｖｙ　ｎｏｗｅｒｓ

Ｓｈｅ　ｅｍｐｔ１ｅｄ　ｔｈｅ　ｒａｍ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｔｈｕｎｄ
ｅｒ－ｓｈｏｗｅｒｓ

３５

Ｓｈｅ１１ｆｔｅｄ　ｔｈｅ１ｒ　ｈｅａｄｓ　ｗ１ｔｈ　ｈｅｒ　ｔｅｎｄｅｒ　ｈａｎｄ．ｓ

，

Ａｎｄ　ｓｕｓｔａｍｅｄ　ｔｈｅｍ　ｗ１ｔｈ　ｒｏｄｓ　ａｎｄ　ｏｓ１ｅｒ－ｂａｎｄ．ｓ

，

Ｉｆ　ｔｈ
ｅ　Ｈｏｗｅｒｓ　ｈａｄ　ｂｅｅｎ　ｈｅｒ　ｏｗｎ　ｍｆａｎｔｓ

，ｓ
ｈｅ

Ｃｏｕ１ｄ　ｎｅｖｅｒ　ｈａｖｅ　ｎｕｒｓｅｄ　ｔｈｅｍ　ｍｏｒｅ　ｔｅｎｄｅｒ１ｙ ４０

Ａｎｄ　ａ１１ｋ１ｌ１ｍｇ　ｍｓｅｃｔｓ　ａｎｄ　ｇｎａｗｍｇ　ｗｏｒｍｓ
，

Ａｎｄ　ｔｈｍｇｓ　ｏｆ　ｏｂｓｃｅｎｅ　ａｎｄ　ｕｎ１ｏｖｅ１ｙ　ｆｏｒｍｓ

Ｓｈｅ　ｂｏｒｅ，ｍ　ａ　ｂａｓｋｅｔ　ｏｆ　Ｉｎｄ１ａｎ　ｗｏｏｆ
，

Ｉｎｔｏ　ｔｈｅ　ｒｏｕｇｈ　ｗｏｏｄｓ　ｆａｒ　ａ１ｏｏｆ

，一

Ｉｎ　ａ　ｂａｓｋｅｔ，ｏｆ　ｇｒａｓｓｅｓ　ａｎｄ　ｗ１１ｄ－Ｈｏｗｅｒｓ　ｆｕ１１
，

Ｔｈｅ　ｆｒｅｓｈｅｓｔ　ｈｅｒ　ｇｅｎｔ１ｅ　ｈａｎｄｓ　ｃｏｕ１ｄ　ｐｕ１ｌ

Ｆｏｒ　ｔｈｅ　ｐｏｏｒ　ｂａｍｓｈｅｄ　ｍｓｅｃｔｓ，ｗｈｏｓｅ　ｍｔｅｎｔ
，

Ａ１ｔｈｏｕｇｈ　ｔｈ
ｅｙ　

ｄ１ｄ１１１
，ｗａｓ　ｍｎｏｃｅｎｔ

４５

Ｂｕｔ　ｔｈｅ　ｂｅｅ　ａｎｄ．ｔｈｅ　ｂｅａｍ１１ｋｅ　ｅｐｈ
ｅｍｅｒ１ｓ

Ｗｈｏｓｅ　ｐａｔｈ １ｓｔｈｅ１１ｇｈｔｎｍｇ ’ｓ，ａｎｄ　ｓｏｆｔｍｏｔｈｓｔｈａｔｋ１ｓｓ

Ｔｈｅ　ｓｗｅｅｔ１１ｐｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｈｏｗｅｒｓ，ａｎｄ　ｈａｒｍ　ｎｏｔ，ｄ－１ｄ　ｓｈｅ

Ｍａｋｅ　
ｈｅｒ　ａｔｔｅｎｄａｎｔ　ａｎｇｅ１ｓ　ｂｅ

５０

Ａｎｄ　ｍａｎｙ　ａｎ　ａｎｔｅｎａｔａ１ｔｏｍｂ
，

Ｗｈｅｒｅ
ｂｕｔｔｅｒＨ１ｅｓ　ｄｒｅａｍ　ｏｆｔｈｅ１１ｆｅｔｏ　ｃｏｍｅ

，

Ｓｈｅ１ｅｆｔ　ｃｌｍｇｍｇ　ｒｏｕｎｄ　ｔｈｅ　ｓｍｏｏｔｈ　ａｎｄ　ｄａｒｋ

Ｅｄｇｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｏｄｏｒｏｕｓ　ｃｅｄ．ａｒ　ｂａｒｋ．

５５

（６４６）



　　　　　　　　　　　　パーシー・ ビッシュ ・シェ１

あの美しい花園の花たちきっと喜んだ 、

やさしい彼女の足音を 。

輝く彼女の指から出づる

霊気をきっとからだ中で感じ取った 。

「ねむりぐさ」（神保） ９７

３０

流れからきらめく水を婦人はかけた 、

陽射しで弱 った花たちに 、

　　　　さかすき
頭の重い花盃からは

　　　　　　　　　　あ雷雨でたまった雨水を空けた 。

３５

花の頭を両手でもたげ 、

杖とやなぎの帯で支えてや った 。

花たちが彼女の子供だとしても 、

これほどやさしく出来ないほどに 。
４０

花殺しの昆虫や噛み付く虫はことごとく

姿がみだらでみにくいものも 、

インド木綿の籠に入れ 、

　　　　　　　　や遠くの荒れた森へ運った 。

　　のばな
草や野花でいっ ぱいの籠にいれて 。

やさしい彼女の手で摘める限りの

新鮮な草や野花で。悪行とはいえ 、

悪気なく哀れにも追放される虫たちのために 。

４５

けれども蜜蜂や電光の航路をたどる

光線のようなかげろうや、花たちの

美しい唇に接吻して危害は加えぬ者たちを 、

彼女は白分のお付きの天使にするのだ った 。

５０

　　　　　　　　きた
それから蝶たちが来るべき生夢に見る

たくさんの出生前のお墓をば

香ぐわしい糸杉の樹皮の、なめらかで暗い

端のまわりにしがみつかせておいた 。

５５

（６４７）



９８ 立命館経済学（第５０巻 ・第５号）

Ｔｈ１ｓ　ｆａ１ｒｅｓｔ　ｃｒｅａｔｕｒｅ　ｆｒｏｍ　ｅａｒ１１ｅｓｔ　Ｓｐｒｍｇ

Ｔｈｕｓ　ｍｏｖｅｄ　ｔｈｒｏｕｇｈ　ｔｈ
ｅ　ｇａｒｄｅｎ　ｍｍ１ｓｔｅｒｍｇ

Ａ１１ｔｈｅ　ｓｗｅｅｔ　ｓｅａｓｏｎ　ｏｆ　Ｓｕｍｍｅ竹１ｄｅ
，

Ａｎｄ　ｅｒｅ　ｔｈｅ丘ｒｓｔ１ｅａｆ１ｏｏｋｅｄ．ｂ
ｒｏｗｎ－ｓ

ｈｅ　ｄ１ｅｄ， ６０

ＰＡＲＴ　ＴＨＩＲＤ

Ｔｈｒｅｅ　ｄａｙｓ　ｔｈｅ　Ｈｏｗｅｒｓ　ｏｆ　ｔｈ
ｅ　ｇａｒ

ｄ．

ｅｎ　
ｆａｉｒ

，

Ｌ１ｋｅ　ｓｔａｒｓ　ｗｈｅｎ　ｔｈ
ｅ　ｍｏｏｎ１ｓ　ａｗａとｅｎｅｄ　ｗｅｒｅ

，

Ｏｒ　ｔｈｅ　ｗａｖｅｓ　ｏｆ　Ｂａ１ａｅ　ｅｒｅ１ｕｍｍｏｕｓ

Ｓｈｅ且ｏａｔｓ　ｕｐ　ｔｈｒｏｕｇｈ　ｔｈｅ　ｓｍｏｋｅ　ｏｆ　Ｖｅｓｕｖｉｕｓ

Ａｎｄ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｆｏｕれｈ，ｔｈｅ　Ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ　Ｐｌａｎｔ

Ｆｅ１ｔ　ｔｈｅ　ｓｏｕｎｄ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｆｕｎｅｒａ１ｃｈａｎｔ
，

Ａｎｄ　ｔｈｅ　ｓｔｅｐｓ　ｏｆ　ｔｈ
ｅ　ｂｅａｒｅｒｓ，ｈｅａｖｙ　ａｎｄ　ｓ１ｏｗ

，

Ａｎｄ　ｔｈｅ　ｓｏｂｓ　ｏｆ　ｔｈ
ｅ　ｍｏｕｍｅｒｓ，ｄｅｅｐ　ａｎｄ１ｏｗ；

５

Ｔｈｅ　ｗｅａｒｙ　ｓｏｕｎｄ　ａｎｄ　ｔｈ
ｅ　ｈｅａｖｙ　ｂｒｅａｔｈ

，

Ａｎｄ　ｔｈｅ　ｓ１１ｅｎｔ　ｍｏｔ１ｏｎｓ　ｏｆ　ｐａｓｓｍｇ　ｄｅａｔｈ

Ａｎｄ　ｔｈｅ　ｓｍｅ１１ｃｏ１ｄ
，ｏｐｐｒｅｓｓ１ｖｅ，ａｎｄ　ｄａｎｋ

，

Ｓｅｎｔ　ｔｈｒｏｕｇｈ　ｔｈｅ　ｐｏｒｅｓ　ｏｆ　ｔｈ
ｅ　ｃｏ冊ｎ－Ｐ１ａｎｋ

，

１０

Ｔｈｅ　ｄａｒｋ　ｇｒａｓｓ，ａｎｄ　ｔｈ
ｅ　Ｈｏｗｅｒｓ　ａｍｏｎｇ　ｔｈｅ　ｇｒａｓｓ

，

Ｗｅｒｅ ｂｒ１ｇｈｔｗ１ｔｈｔｅａｒｓ　ａｓｔｈｅ　ｃｒｏｗｄｄ１ｄ
　ｐａｓｓ

，

Ｆｒｏｍ　ｔｈｅ１ｒ　ｓ１ｇｈｓ　ｔｈｅ　ｗｍｄ　ｃａｕｇｈｔ　ａ　ｍｏｕｒｎｆｕ１ｔｏｎｅ
，

Ａｎｄ　ｓａｔｅ　ｉｎ　ｔｈｅ　ｐｉｎｅｓ，ａｎｄ　ｇａｖｅ　ｇｒｏａｎ　ｆｏｒ　ｇｒｏａｎ

１５

Ｔｈｅ　ｇａｒｄｅｎ，ｏｎｃｅ　ｆａ１ｒ，ｂｅｃａｍｅ　ｃｏ１ｄ　ａｎｄ．ｆｏｕ１
，

Ｌｉｋｅ　ｔｈｅ　ｃｏｒｐｓｅ　ｏｆ　ｈｅｒ　ｗｈｏ　ｈａｄ　ｂｅｅｎ　ｉｔｓ　ｓｏｕ１
，

Ｗｈｉｃｈ　ａｔ丘ｒｓｔｗａｓ　ｌｏｖｅ１ｙ　ａｓ　ｉｆｉｎｓｌｅｅｐ
，

Ｔｈｅｎ　ｓ１ｏｗ１ｙ　ｃｈａｎｇｅｄ， ｔ１ｌ１１ｔ　ｇｒｅｗ　ａ　ｈｅａｐ

Ｔｏ　ｍａｋｅ　ｍｅｎ　ｔｒｅｍｂｌｅ　ｗｈｏ　ｎｅｖｅｒ　ｗｅｅｐ

２０

Ｓｗ１ｆｔ　Ｓｕｍｍｅｒ　ｍｔｏ　ｔｈｅ　Ａｕｔｕｍｎ　Ｈｏｗｅｄ
。，

Ａｎｄ　ｆｒｏｓｔ　ｍ　ｔｈｅ　ｍ１ｓｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｍｏｍｍｇ　ｒｏｄｅ，

Ｔｈｏｕｇｈ　ｔｈｅ　ｎｏｏｎｄａｙ　ｓｕｎ１ｏｏｋｅｄ　ｃ１ｅａｒ　ａｎｄ　ｂｒ１ｇｈｔ
，

Ｍｏｃｋ１ｎｇ　ｔｈｅ　ｓｐ０１１ｏｆ　ｔｈｅ　ｓｅｃｒｅｔ　ｎ１ｇｈｔ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６４８）

２５



　　　　　　　　　　　　パーシー・ ビッシュ ・シェリ「ねむりぐさ」（神保）

この美しい貴婦人は「春」早々から

美しい「夏」の季節の間中、いつくしみつつ

園を隈なくまわ ったが 、

はじめの木の葉が枯れない中に　　彼女は死んだ 。

９９

６０

第三部

三日間、美しい園の花たちは 、

月が目覚めた時の星のように 、

あるいは月がヴェスーヴィオの煙の向うに 、

僅僅と浮かぶ前のバイアの海のように生気を失 った 。

そして四日目に、「ねむりぐさ」は

葬送の歌のひびきと

枢を運ぶ人々の重くゆるやかな歩みと 、

葬送者たちの深く低いすすり泣きを感じ 、

５

過ぎ行く葬送の列のものうい音と

重い息遣いと無言の動き 、

それに枢の板の気孔から発散される

冷く 、おさえつけるような 、しめ っぽい臭いを感じた 。

１０

黒っ ぽい草や草間に生えた花たちは

葬送の群が過ぎゆくにつれ涙の露できらめき 、

その群の溜息から風は哀悼の調べをうけて 、

　　　　　　　　　　　うめ
松林の中にじっとひそみ口中き声を木魂した 。

１５

かつて美しかった園は冷たく稜れた 、

園の魂であった婦人の死骸のように 。

婦人の死骸ははじめ眠っているように美しか った 、

それから少しずつ変り 、遂には今まで涙知らない人たちさえも

身震いさせる腐敗物の山と化した 。

２０

駿足の「夏」が「秋」に流れ込み 、

朝霧に乗って霜が降りた 。

知られぬ夜の残骸を噺る如く 、

真昼の太陽は透明で強烈であったが 。

２５

（６４９）



１００ 立命館経済学（第５０巻 ・第５号）

Ｔｈｅ　ｒｏｓｅ
－１ｅａｖｅｓ ，１１ｋｅ　Ｈａｋｅｓ　ｏｆ

　ｃｒｍｓｏｎ　ｓｎｏｗ
，

Ｐａｖｅｄ　ｔｈｅ　ｔｕｒｆ　ａｎｄ　ｔｈ
ｅ　ｍｏｓｓ　ｂｅ１ｏｗ

Ｔｈｅ１１１１ｅｓ　ｗｅｒｅ　ｄ
ｒｏｏｐｍｇ

，ａｎｄ　ｗｈ１ｔｅ，ａｎｄ　ｗａｎ
，

Ｌ１ｋｅ　ｔｈｅ　ｈｅａｄ．ａｎｄ　ｔｈ
ｅ　ｓｋｍ　ｏｆ　ａ　ｄｙｍｇ　ｍａｎ

Ａｎｄ　Ｉｎｄ１ａｎ　ｐ１ａｎｔｓ，ｏｆ　ｓｃｅｎｔ　ａｎｄ　ｈｕｅ

Ｔｈｅ　ｓｗｅｅｔｅｓｔ　ｔｈａｔ　ｅｖｅｒ　ｗｅｒｅ　ｆｅｄ　ｏｎ　ｄｅｗ
，

Ｌｅａｆ　ｂｙ１ｅａｆ，ｄａｙ　ａｆｔｅｒ　ｄａｙ
，

Ｗｅｒｅ　ｍａｓｓｅｄ　ｉｎｔｏｔｈｅ　ｃｏｍｍｏｎｃ１ａｙ

３０

Ａｎｄ　ｔｈｅ１ｅａｖｅｓ，ｂ
ｒｏｗｎ

，ｙｅ１１ｏｗ，ａｎｄ　ｇｒａｙ，ａｎｄ　ｒｅ
ｄ，

Ａｎｄ　ｗｈ１ｔｅ　ｗ１ｔｈ　ｔｈｅ　ｗｈ１ｔｅｎｅｓｓ　ｏｆ　ｗｈａｔ１ｓ　ｄｅａｄ
，

Ｌ１ｋｅ　ｔｒｏｏｐｓ　ｏｆ　ｇｈｏｓｔｓ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｄｒｙ　ｗｍｄ　ｐａｓｓｅｄ
，

Ｔｈｅ１ｒ　ｗｈ１ｓｔ１ｍｇ　ｎｏ１ｓｅ　ｍａｄｅ　ｔｈｅ　
ｂ１ｒｄｓ　ａｇｈａｓｔ

３５

Ａｎｄ　ｔｈｅ　ｇｕｓｔｙ　ｗｉｎｄｓ　ｗａｋｅｄ　ｔｈｅ　ｗｉｎｇさｄ
．ｓｅｅ

ｄｓ
，

Ｏｕｔ　ｏｆ　ｔｈ
ｅ１ｒ　ｂ１ｒｔｈｐ１ａｃｅ　ｏｆ　ｕｇ１ｙ　ｗｅｅｄ

ｓ，

Ｔ１１１ｔｈｅｙ　ｃ１ｕｎｇ　ｒｏｕｎｄ　ｍａｎｙ　ａ　ｓｗｅｅｔ　ｎｏｗｅｒ’ｓ　ｓｔｅｍ

Ｗｈ１ｃ
ｈｒｏｔｔｅｄ　ｍｔｏｔｈｅ　ｅａｒｔｈ　ｗ１ｔｈｔｈ

ｅｍ

４０

Ｔｈｅ　ｗａｔｅｒ－ｂ１ｏｏｍｓ　ｕｎｄｅｒ　ｔｈｅ　ｒ１ｖｕ１ｅｔ

Ｆｅ１１ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　ｓｔａ１ｋｓ　ｏｎ　ｗｈ１ｃ
ｈ　ｔｈｅｙ　ｗｅｒｅ　ｓｅｔ

，

Ａｎｄ　ｔｈｅ　ｅｄｄ１ｅｓ　ｄｒｏｖｅ　ｔｈ
ｅｍ　ｈｅｒｅ　ａｎｄ．ｔｈ

ｅｒｅ
，

Ａｓ　ｔｈｅ　ｗｉｎｄｓ　 ｄｉｄ　ｔｈｏｓｅ　ｏｆ 　ｔｈｅ　ｕｐｐｅｒ　ａｉｒ ４５

Ｔｈｅｎ　ｔｈ
ｅ　ｒａｍ　ｃａｍｅ　ｄｏｗｎ，ａｎｄ　ｔｈｅ　ｂｒｏｋｅｎ　ｓｔａ１ｋ

ｓ

Ｗｅｒｅｂｅｎｔａｎｄｔａｎｇ１ｅｄ　ａｃｒｏｓｓｔｈｅ　ｗａ１ｋｓ，

Ａｎｄ　ｔｈｅ１ｅａ日ｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｏｆ　ｐａｒａｓ１ｔｅ　ｂｏｗｅｒｓ

Ｍａｓｓｅｄ　ｉｎｔｏ　ｒｕｉｎ；ａｎｄ　ａ１１ｓｗｅｅｔ　Ｈｏｗｅｒｓ

Ｂｅｔｗｅｅｎ　ｔｈｅ　ｔｍｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｗｍｄ　ａｎｄ　ｔｈ
ｅ　ｓｎｏｗ

Ａ１１１ｏａｔｈ１１ｅｓｔ　ｗｅｅｄｓ　ｂｅｇａｎ　ｔｏ　ｇｒｏｗ
，

Ｗｈｏｓｅ　ｃｏａｒｓｅ１ｅａｖｅｓｗｅｒｅ　ｓｐ１ａｓｈｅｄ　ｗ１ｔｈｍａｎｙ　ａ　ｓｐｅｃｋ，

Ｌ１ｋｅ　ｔｈｅ　ｗａｔｅｒ－ｓｎａｋｅ’
ｓ　ｂｅ１１ｙ　ａｎｄ　ｔｈｅ　ｔｏａｄ ’ｓ　ｂａｃｋ

５０

（６５０）



　　　　　　　　　　　パーシー・ ビッシュ ・シェ１

　　　　　　　　　　　ゆきひら
ばらの花びらは、真紅の雪片のように 、

下の芝生や苔を敷き詰めた 。

百合の花たちは白く血の気なくうなだれていた 、

死にかけの人の頭と皮膚のように 。

「ねむりぐさ」（神保） １０１

そして露で育 った花たちの中 、

一番甘美な香気と色合いの

インディアンプラントはひとひらひとひら 、

日の経つにつれ、ただの土くれと積まれていった 。

３０

　　　かつしよくあうしよくはいいろ

そして褐色黄色灰色や赤 、

　　　せい　　　　　　　そうはくしよく

それに生なき者の蒼白色の 、

　　　　　　　　二とから
枯葉は亡者の群の如枯っ風に乗って過ぎていった 。

そ

彼等のかさかさという音に鳥たち肝をつぶすだけ 。

３５

　　　　　　　　しゆし
して突風は翼もつ種子目覚めさせた 、

　　　　く　さ　　せいち
見にくい雑草の生地から 。

それらは次に数々の美しい花の茎にまつわりつくと 、

花の茎たち雑草と一緒に朽ちて土となる 。

４０

小川の底の水早化も

乗っ かっていた茎から落ちた 。

それを渦の流れがあちこち遣った 、

　　みそら
風が上空の花を散らしたように 。

４５

それから雨が降った 、ちぎれた茎は
　　　　　　　二みち
曲ってからみ、小径を塞いだ 。

蔦がからみ、今は葉のない網の屋根は

かたまって廃塘と化した、美しい花もみんな廃塘と化した 。

　　と　き　　　　　　　と　き

風の季節と雪の季節の問に 、

あらゆる忌わしい雑草が生えはじめ 、

　　　　　　　　　　　　　　し　みそのざらざらの葉にはいっ ぱい汚点が出来た 、

　　　　　　　　　　ひきがえる
海蛇のお腹のように、募蛙の背のように 。

５０

（６５１）



１０２ 立命館経済学（第５０巻 ・第５号）

Ａｎｄ　ｔｈ１ｓｔ１ｅｓ，ａｎｄ　ｎｅｔｔ１ｅｓ，ａｎｄ．ｄ．ａｍｅ１ｓ　ｒａｎｋ
，

Ａｎｄ　ｔｈ
ｅ　ｄｏｃｋ， ａｎｄ　ｈｅｎｂａｎｅ，ａｎｄ　ｈｅｍ１ｏｃｋ　ｄａｎｋ

，

Ｓｔｒｅｔｃｈｅｄ　ｏｕｔ１ｔｓ１ｏｎｇ　ａｎｄ　ｈｏ１１ｏｗ　ｓｈａｎｋ

Ａｎｄ　ｓ舶ｅｄ　ｔｈｅ　ａ１ｒ　ｔ１１１ｔｈｅ　ｄｅａｄ　ｗｍｄ　ｓｔａｎｋ

５５

Ａｎｄ　ｐ１ａｎｔｓ　ａｔ　ｗｈｏｓｅ　ｎａｍｅｓ　ｔｈｅ　ｖｅｒｓｅ　ｆｅｅｌｓ　ｌｏａｔｈ
，

Ｆ１１１ｅｄ　ｔｈｅ　ｐ１ａｃｅ　ｗ１ｔｈ　ａ　ｍｏｎｓ廿ｏｕｓ　ｕｎｄｅｒｇｒｏｗｔｈ
，

Ｐｒ１ｃｋ１ｙ，ａｎｄ　ｐｕ１ｐｏｕｓ，ａｎｄ　ｂ１１ｓｔｅｒ１ｎｇ，ａｎｄ　ｂ１ｕｅ
，

Ｌ１ｖ１ｄ， ａｎｄ．ｓｔａｒｒｅｄ　ｗ１ｔｈ　ａ　ｌｕｒ１ｄ　ｄｅｗ

６０

Ａｎｄ　ａｇａｒｌｃｓ，ａｎｄ　ｆｕｎｇ１ｗｌｔｈ　ｍ１１ｄｅｗ　ａｎｄ　ｍｏｕ１ｄ

Ｓｔａｒｔｅｄ１１ｋｅ　ｍ１ｓｔ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　ｗｅｔ　ｇｒｏｕｎｄ　ｃｏｌｄ
，

Ｐａ１ｅ，Ｈｅｓｈｙ，ａｓ１
ｆ　ｔｈ

ｅ　ｄｅｃａｙｌｎｇ　ｄｅａｄ

Ｗ１ｔｈ　ａ　ｓｐ１ｒ１ｔｏｆｇｒｏｗｔｈ　ｈａｄｂｅｅｎａｍｍａｔｅｄ一 ６５

Ｓｐａｗｎ，ｗｅｅｄ．ｓ，ａｎｄ丘１ｔｈ，ａ１ｅｐｒｏｕｓ　ｓｃｕｍ
，

Ｍａｄｅ　ｔｈｅ　ｒｕｍｍｇ　ｒ１ｖｕ１ｅｔ　ｔｈ
１ｃ ｋ　ａｎｄ　ｄｕｍｂ

Ａｎｄ　ａｔ　ｉｔｓ　ｏｕｔ１ｅｔ　Ｈａｇｓ　ｈｕｇｅ　ａｓ　ｓｔａｋ
ｅｓ

Ｄａｍｍｅｄ１ｔ　ｕｐ　ｗ１ｔｈ　ｒｏｏｔｓ　ｋｎｏｔｔｅｄ１１ｋｅ　ｗａｔｅｒ－ｓｎａｋ
ｅｓ

Ａｎｄ　ｈｏｕｒ　ｂｙ　ｈｏｕｒ，ｗｈｅｎ　ｔｈｅ　ａｉｒ　ｗａｓ　ｓｔｉ１１

，

Ｔｈｅ　ｖａｐｏｕｒｓ　ａｒｏｓｅ　ｗｈ１ｃ
ｈ　ｈａｖｅ　ｓｔｒｅｎｇｔｈ　ｔｏ　ｋ１１１

，

Ａｔ　ｍｏｍ　ｔｈｅｙ　ｗｅｒｅ　ｓｅｅｎ
，ａｔ　ｎｏｏｎ　ｔｈｅｙ　ｗｅｒｅ　

ｆｅ１ｔ

，

Ａｔ　ｎ１ｇｈｔ　ｔｈｅｙ　ｗｅｒｅ　ｄａｒｋｎｅｓｓ　ｎｏ　ｓｔａｒ　ｃｏｕ１ｄ　ｍｅ１ｔ

７０

Ａｎｄ　ｕｎｃｔｕｏｕｓ　ｍｅｔｅｏｒｓ　ｆｒｏｍ　ｓｐｒａｙ　ｔｏ　ｓｐｒａｙ

Ｃｒｅｐｔ　ａｎｄ－Ｈ１ｔｔｅｄ　ｍ　ｂｒｏａｄ　ｎｏｏｎｄａｙ

Ｕｎｓｅｅｎ ，ｅｖｅｒｙ　ｂｒａｎｃｈ　ｏｎ　ｗｈ１ｃ
ｈ　ｔｈｅｙ　ａ１１ｔ

Ｂｙ　ａ　ｖｅｎｏｍｏｕｓ　ｂｌｉｇｈｔ　ｗａｓ　ｂｕｍｅｄ　ａｎｄ．ｂｉｔ

７５

Ｔｈｅ　Ｓｅｎｓ１ｔ１ｖｅ　Ｐ１ａｎｔ，１１ｋｅ　ｏｎｅ　ｆｏｒｂ１ｄ，

Ｗｅｐｔ，ａｎｄ　ｔｈｅｔｅａｒｓ　ｗ１ｔｈｍ　ｅａｃｈ１１ｄ

Ｏｆ １ｔｓ　ｆｏｌｄｅｄ１ｅａｖｅｓ，ｗｈ１ｃ
ｈ　ｔｏｇｅｔｈ

ｅｒ　ｇｒｅｗ
，

Ｗｅｒｅ　ｃｈａｎｇｅｄｔｏ　ａｂ１１ｇｈｔｏｆ　ｆｒｏｚｅｎｇ１ｕｅ

８０

（６５２）



　　　　　　　　　　　　パーシー・ ビツシュ ・シエ１

あざみ、いらくさ 、どくむぎがはびこり 、

すかんぽ、ひよす、しめっ ぽい毒人参が

長い中空のすねを伸ばし 、

空気を毒で満たし、淀んだ風が悪臭を放った 。

「ねむりぐさ」（神保） １０３

５５

そして名を聞くだけで詩が忌み嫌う植物が 、

おそろしい下生え成してこの場を満した 、

とげだらけに、はれぼったく 、火ぶくれたり 、青ざめたり 、

血の気が失せ、有毒な露をいっ ぱいつけて 。

６０

はらたけ　　　どくたけ　　　　　しらかび　　　いとかび

原茸や毒茸が、白徽や糸徴と

霧のように冷たい地面から生えてきた 。

青ざめた肉のようだ った 、まるで朽ち行く死人が 、

生き続ける精に生気づけられたように 。

６５

菌糸に雑草が、腐敗物の浮きかすのように

流れる小川をどろどろに黙らせ 、

出口にはだかる板石は杭棒よろしく

せきとめる 、草の根っこが蛇のようにからまって 。

空気が淀むと刻一刻と 、

殺す力の毒気がのぼる 。

朝はのぼるのが目に見えて、真昼は感じで分るだけ 、

夜は暗黒首暗闇で星の光も通さない 。

７０

そして重い毒気の胴枯れ病が
はなみ

花実のついた枝から枝へ拡がれど 、

真昼でさえも目に見えず。病がついた枝はみな

毒気にやられ焼き喰わる 。

７５

「ねむりぐさ」は、禁じられた者の如く 、

泣いた、閉じた葉の一枚一枚のふたの中に

たまった涙は一緒になって 、

凍えたにかわの毒に変わ った 。

８０

（６５３）



１０４ 立命館経済学（第５０巻 ・第５号）

Ｆｏｒ　ｔｈｅ　ｌｅａｖｅｓ　ｓｏｏｎ　ｆｅ１１，ａｎ（１ｔｈｅ　ｂｒａｎｃｈｅｓ　ｓｏｏｎ

Ｂｙ　ｔｈｅ　ｈｅａｖｙ　ａｘｅ　ｏｆ　ｔｈ
ｅ　ｂｌａｓｔ　ｗｅｒｅ　ｈｅｗｎ；

Ｔｈｅ　ｓａｐ　ｓｈｒａｎｋ　ｔｏ　ｔｈｅ　ｒｏｏｔ　ｔｈｒｏｕｇｈ　ｅｖｅｒｙ　ｐｏｒｅ

Ａｓ　ｂｌｏｏｄ　ｔｏ　ａ　ｈｅａｒｔ　ｔｈａｔ　ｗ１１１ｂｅａｔ　ｎｏ　ｍｏｒｅ ８５

Ｆｏｒ Ｗｍｔｅｒｃａｍｅ　ｔｈｅｗｍｄ　ｗａｓ　ｈ１ｓ　ｗｈ
１ｐ

Ｏｎｅ　ｃｈｏｐＰｙ丘ｎｇｅｒ　ｗａｓ　ｏｎ　ｈｉｓ１ｉｐ
：

Ｈｅ　ｈａｄ　ｔｏｍ　ｔｈｅ　ｃａｔａｒａｃｔｓ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　
ｈ１１ｌｓ

Ａｎｄ　ｔｈｅｙ　ｃ１ａｎｋｅｄ　ａｔ　ｈ１ｓ　ｇ１ｒｄ１ｅ１１ｋｅ　ｍａｎａｃ１ｅｓ

Ｈ１ｓ　ｂｒｅａｔｈ　ｗａｓ　ａ　ｃｈａｍ　ｗｈｌｃ
ｈ　ｗｌｔｈｏｕｔ　ａ　ｓｏｕｎｄ

Ｔｈｅ　ｅａｒｔｈ，ａｎｄ　ｔｈｅ　ａｉｒ，ａｎｄ　ｔｈ
ｅ　ｗａｔｅｒ　ｂｏｕｎｄ。；

Ｈｅ　ｃａｍｅ，丘ｅｒｃｅ１ｙ　ｄｒ１ｖｅｎ
，ｍ　

ｈ１ｓ　ｃｈａｒ１ｏｔ－ｔｈ
ｒｏｎｅ

Ｂｙ　ｔｈｅ　ｔｅｎｆｏｌｄ　ｂ１ａｓｔｓ　ｏｆ　ｔｈ
ｅ　Ａｒｃｔ１ｃ　ｚｏｎｅ

９０

Ｔｈｅｎ　ｔｈ
ｅ　ｗｅｅｄｓ　ｗｈ１ｃｈ　ｗｅｒｅ　ｆｏｒｍｓ　ｏｆ１１ｖｍｇ　ｄｅａｔｈ

Ｆ１ｅｄ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　ｆｒｏｓｔ　ｔｏ　ｔｈｅ　ｅａｒｔｈ　ｂｅｎｅａｔｈ

Ｔｈｅ１ｒ　ｄｅｃａｙ　ａｎｄ　ｓｕｄｄｅｎ　Ｈ１ｇｈｔ　ｆｒｏｍ　ｆｒｏｓｔ

Ｗａｓ ｂｕｔ１１ｋｅｔｈ
ｅｖａｍｓ

ｈｍｇ　ｏｆａ　ｇｈｏｓｔ，

９５

Ａｎｄ　ｕｎｄｅｒ　ｔｈｅ　ｒｏｏｔｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｓｅｎｓ１ｔ１ｖｅ　Ｐ１ａｎｔ

Ｔｈｅ　ｍｏ１ｅｓ　ａｎｄ　ｔｂｅ　ｄｏｒｍｌｃｅ　ｄ１ｅｄ　ｆｏｒ　ｗａｎｔ

Ｔｈｅ　
ｂｉｒｄｓ　ｄｒｏｐｐｅｄ　ｓｔｉｆｆ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　ｆエｏｚｅｎ　ａｉｒ

Ａｎｄ　ｗｅｒｅ　ｃａｕｇｈｔ　ｍ　ｔｈｅ　ｂｒａｎｃｈｅｓ　ｎａｋｅｄ　ａｎｄ　ｂａｒｅ

１００

Ｆ１ｒｓｔ　ｔｈｅｒｅ　ｃａｍｅ　ｄｏｗｎ　ａ　ｔｈａｗｍｇ　ｒａｍ

Ａｎｄ １ｔｓ　ｄｕ１１ｄｒｏｐｓ　ｆｒｏｚｅ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｂｏｕｇｈｓ　ａｇａｍ
，

Ｔｈｅｎ　ｔｈｅｒｅ　ｓｔｅａｍｅｄ　ｕｐ　ａ　ｆｒｅｅｚｍｇ　ｄｅｗ

Ｗｈ１ｃｈｔｏｔｈｅ　ｄｒｏｐｓ　ｏｆｔｈｅｔｈ
ａｗ－ｒａｍｇｒｅｗ ，

１０５

Ａｎｄ　ａ　ｎｏｒｔｈｅｍ　ｗｈ１ｒ１ｗｍｄ，ｗａｎｄｅｒｍｇ　ａｂｏｕｔ

Ｌ１ｋｅ　ａ　ｗｏ１ｆ　ｔｈａｔ　ｈａｄ　ｓｍｅｌｔ　ａ　ｄｅａｄ　ｃｈ１１ｄ　ｏｕｔ
，

Ｓｈｏｏｋ　ｔｈ
ｅ　ｂｏｕｇｈｓ　ｔｈｕｓ１ａｄｅｎ，ａｎｄ　ｈｅａｖｙ，ａｎｄ　ｓｔ１ｆｆ

，

Ａｎｄ　ｓｎａｐｐｅｄ　ｔｈｅｍ　ｏｆｆ　ｗ１ｔｈ　ｈ１ｓ　ｒ１ｇ１ｄ　ｇｒ１ ｆｆ

（６５４）



　　　　　　　　　　　　パーシー・ ビッシュ ・シェ１

なぜなら 、葉 っぱはすぐに落ちて 、枝は問もなく

　　　　　なた
強風の重い錠で伐り落された 。

樹液は全身の細穴から根にちぢこまった 、

血液がもう打たない心臓に凝縮するように 。

「ねむりぐさ」（神保） １０５

８５

それは「冬」が来たからだ。風は「冬」のムチ 。

いつでも荒れ飛ぶ指が彼の唇に待 っている 。

彼は濠布を山々から引き裂き 、

爆布は彼の帯に巻かれると手錠のようにがちりと鳴 った 。

「冬」の息吹は 、音もなく 、大地も大気も

水流もしばりあげる鎖だ った 。

彼は戦車の玉座に坐してすさまじい勢いでや って来た 。

北極帯の十倍もの強風に引かれてや って来た 。

９０

すると生ける屍の雑草たちは

霜をのがれて地下に逃げる 。

雑草たちの朽ち衰えと 、霜からの急迷は

さながら亡霊が消えるようだ った 。

９５

そして「ねむりぐさ」の根の下に 、

もぐらとやまねが飢え死んだ 。

　　　い　　　　　　　　　　　二わば

鳥たち凍てた空から硬直 って落ち

裸で枝にとらわれた 。

１００

まずそこに雪解け雨がや ってきた 。

目覚めぬ雨つぶ又大枝に凍りついた 。

それから凍てつく露が蒸気となって立ちのぼり

凍えを解かす雨の滴となった 。

１０５

そこへ北からのつむじ風 、

子供の死骸嗅ぎ出した狼のようにさまよい歩き 、

　　　　　　　　　こわば
獲物がかかった重い硬直 った枝々をゆすり 、

硬いつめで、ぽきんぽきんと折り取った 。

（６５５）



１０６ 立命館経済学（第５０巻 ・第５号）

Ｗｈｅｎ Ｗｍｔｅｒ ｈａｄｇｏｎｅ　ａｎｄ　Ｓｐｒ１ｎｇ　ｃａｍｅ ｂａｃｋ

Ｔｈｅ　Ｓｅｎｓ１ｔ１ｖｅ　Ｐ１ａｎｔ　ｗａｓ　ａ１ｅａＨｅｓｓ　ｗｒｅｃ
ｋ，

Ｂｕｔ　ｔｈｅ　ｍａｎｄｒａｋ
ｅｓ，ａｎｄ　ｔｏａｄｓｔｏｏ１ｓ，ａｎｄ　ｄ．ｏｃ

ｋｓ，ａｎｄ　ｄａｍｅ１ｓ
，

Ｒｏｓｅ１１ｋｅ　ｔｈｅ　ｄｅａｄ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ１ｒ　ｒｕｍｅｄ　ｃｈａｍｅ１ｓ

１１０

ＣＯＮＣＬＵＳＩＯＮ

Ｗｈｅｔｈｅｒｔｈｅ　Ｓｅｎｓ１ｔ１ｖｅ　Ｐｌａｎｔ，ｏｒｔｈａｔ

Ｗｈ１ｃｈ　ｗ１ｔｈｍ１ｔｓ ｂｏｕｇｈｓ１１ｋｅ　ａ　Ｓｐ１ｒ１ｔｓａｔ
，

Ｅｒｅ１ｔｓ　ｏｕｔｗａｒｄ　ｆｏｒｍ　ｈａｄ　ｋｎｏｗｎ　ｄｅｃａｙ
，

Ｎｏｗ　ｆｅ１ｔ　ｔｈｌｓ　ｃｈａｎｇｅ，Ｉ　ｃａｎｎｏｔ　ｓａｙ

１１５

ＷｈｅｔｈｅｒｔｈａｔＬａｄｙ’ｓ　ｇｅｎｔ１ｅｍｍｄ
，

Ｎｏ１ｏｎｇｅｒ　ｗ１ｔｈ　ｔｈｅ　ｆｏｒｍ　ｃｏｍｂｍｅｄ

Ｗｈ１ｃ
ｈ　ｓｃａｔｔｅｒｅｄ１ｏｖｅ，ａｓ　ｓｔａｒｓ　ｄｏ１１ｇｈｔ

，

Ｆｏｕｎｄ　ｓａｄ
－ｎａｓｓ，ｗｈｅｒｅ１ｔ１ｅｆｔ　ｄｅ１１ｇｈｔ

，

１２０

Ｉ　ｄａｒｅ　ｎｏｔ　ｇｕｅｓｓ；ｂｕｔ　ｉｎ　ｔｈｉｓ１ｉｆｅ

Ｏｆ　ｅｒｒｏｒ，ｉｇｎｏｒａｎｃｅ，ａｎｄ 　ｓｔｒｉｆｅ

，

Ｗｈｅｒｅｎｏｔｈｍｇ１ｓ，ｂｕｔａ１１ｔｈｍｇｓ　ｓｅｅｍ
，

Ａｎｄ　ｗｅ　ｔｈｅ　ｓｈａｄｏｗｓ　ｏｆ　ｔｈ ｅ　ｄｒｅａｍ １２５

Ｉｔ　ｉｓ　ａ　ｍｏｄｅｓｔ　ｃｒｅｅｄ， ａｎｄ　ｙｅｔ

Ｐ１ｅａｓａｎｔ１ｆ　ｏｎｅ　ｃｏｎｓ１ｄｅｒｓ１ｔ
，

Ｔｏ　ｏｗｎ　ｔｈａｔ　ｄ．ｅａｔｈ １ｔｓｅ１ｆ
　ｍｕｓｔ　ｂｅ

，

Ｌ１ｋｅ　ａ１１ｔｈｅ　ｒｅｓｔ，ａ　ｍｏｃｋｅｒｙ

Ｔｈａｔ　ｇａｒｄｅｎ　ｓｗｅｅｔ，ｔｈａｔ１ａｄｙ　ｆａｌｒ

，

Ａｎｄ．ａ１ｌ　ｓｗｅｅｔ　ｓｈａｐｅｓ　ａｎｄ　ｏｄｏｕｒｓ　ｔｈ
ｅｒｅ

，

Ｉｎ　ｔｒｕｔｈ　ｈ
ａｖｅ　ｎｅｖｅｒ　ｐａｓｓｅｄ　ａｗａｙ

’Ｔ
１ｓ　ｗｅ

，’
ｔ１ｓ　ｏｕｒｓ ，ａｒｅ　ｃｈａｎｇｅｄ， ｎｏｔ　ｔｈ

ｅｙ

１３０

Ｆｏｒ１ｏｖｅ，ａｎｄ　ｂｅａｕｔｙ，ａｎｄ　ｄｅ１１ｇｈｔ
，

Ｔｈｅｒｅ１ｓ　ｎｏ　ｄｅａｔｈ
　ｎｏｒ　ｃｈａｎｇｅ　ｔｈｅ１ｒ　ｍ１ｇｈｔ

Ｅｘｃｅｅｄｓ　ｏｕｒ　ｏｒｇａｎｓ，ｗｈ１ｃｈ　ｅｎｄｕｒｅ

Ｎｏ１１ｇｈｔ，ｂｅｍｇ　ｔｈｅｍｓｅ１ｖｅｓ　ｏｂ
ｓｃｕｒｅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１８２０）

１３５

（６５６）



　　　　　　　　　　　パーシー・ ビッシュ ・シェリ「ねむりぐさ」（神保）

「冬」が去り「春」が戻ったとき 、

　　　　　　　　　　　　　なきがら
「ねむりぐさ」は葉っぱのない亡骸であった 、

けれとマントレイクや毒茸スカンポや毒麦は 、

　　　　　　　　　　　　　　　　お荒れ果てた納骨堂から死者のように起き上った 。

１０７

１１０

結　　び

「ねむりぐさ」や
　　すがた
その外形が朽ちる前に

その枝の中にｒ精」のように坐っていた者が

今この変化を感じたかどうか私にはわからない 。

１１５

あの「貴婦人」のやさしい心が

星が光をふりまくように愛をふりまいた

あの姿とはもう結びついていないのか

喜びをおいていったところに悲しみをみたかどうか 、

１２０

私には推測できない。だがこの

誤りと無知と争いの世、つまり

実在するものがなく 、すべてはらしく見えるものばかり 、

　　　　　　　か　げ
我々はみな夢の亡霊、そういう世では 、

１２５

死そのものが、他のすべて同様

贋ものにちがいないと認めることが

穏当な信条で、考えてみれば

楽しい信条ではないか 。

あの楽しい庭、あの美しい婦人 、

それにあそこのあらゆる楽しい姿と香りは 、

実は決して死んではいない 。

変わ ったのは我々 、我々のもので、彼等ではないのだ 。

１３０

愛や美や喜びに

死も変化もないから 。彼等の力は

我々の諸機関に勝る 。これらは

存在が不確かゆえに光が射すとたまらない 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（１８２０年）

１３５

（６５７）



１０８　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第５０巻 ・第５号）

ＣＡＮＣＥＬＬＥＤ　ＰＡＳＳＡＧＥ

　　［Ｔｈ１ｓ　ｓｔａｎｚａ　ｆｏ１１ｏｗｅｄ　ＩＩＩ６２－６５ｍ　ｔｈ
ｅ〃肋ｏ 仰ｚ肌６伽， １８２０，ｂｕｔ　ｗａｓ　ｏｍ１ｔｔｅｄ　ｂｙ　Ｍ｝ｓ　Ｓｈｅ１

．

１ｅｙ　ｆｒｏｍ　ａ１１ｅｄ１ｔ１ｏｎｓ　ｆｒｏｍ１８３９ｏｎｗａｒｄｓ　Ｉｔ１ｓ　ｃａｎｃｅ１１ｅｄ　ｍ　ｔｈｅ　Ｈａｒｖａｒｄ　ＭＳ１

Ｔｈｅ１ｒ　ｍｏｓｓ　ｒｏｔｔｅｄ　ｏｆｆ　ｔｈｅｍ　Ｈａｋｅ　ｂｙ　Ｈａｋ
ｅ，

Ｔ１１１ｔｈｅ　ｔｈ
１ｃ

ｋ　ｓｔａ１ｋ　ｓｔｕｃｋ１１ｋｅ　ａ　ｍｕｒｄｅｒｅｒ’ｓ　ｓｔａ ｋｅ
，

Ｗｈｅｒｅｒａｇｓ　ｏｆ１ｏｏｓｅ　Ｈｅｓｈ　ｙｅｔ位ｅｍｂ１ｅ　ｏｎｈ１ｇｈ
，

Ｉｎｆｅｃｔｉｎｇ　ｔｈｅ　ｗｉｎｄｓ　ｔｈａｔ　ｗａｎｄｅｒ　ｂｙ

（６５８）



　　　　　　　　　　　パーシー・ ビッシュ ・シェリ「ねむりぐさ」（神保）　　　　　　　　　　　１０９

取り消された詩行

［１８２０年版にはＩＩＩ．６２－６５の後に入 っていたが、Ｍ土ｓ　Ｓｈｅｌｌｅｙにより１８３９年以後のすべての版で削

除されている 。Ｈａｒｖａｒｄ　ＭＳ．では取り消されている
。１

［ＩＩＩ ．６６ －７０］

毒草たちに生えた苔はひとひらひとひら朽ちて落ち 、

太い茎が一本殺害者の処刑台の如く突っ立ち

そこにちぎれた肉片が空中で震えるにも似て

過ぎ行く風を汚染していた 。

（６５９）
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